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貝類，アザラシ，そしてサケ
北太平洋における海洋適応の動物考古学的展望

デーヴィド R.イェスナー

1.　はじめに

過去数千年の間，日本・ロシア極東から北米北西海岸に至る太平洋沿岸の自然環境で
は，海洋適応（maritime adaptation）と呼ばれるものが発達してきた。海洋適応とは何か
という議論には今なお論争の余地が残るものの，海洋資源を何らかの方法で利用するこ
とは，アムール河口域・オホーツク海・日本海・日本列島の全域を包摂する，いわゆる

「アムーリア（“Amuria”）」と称される大領域において，まず始められたようである。こ
れ以北の地域（例えば千島列島・カムチャツカ・チュコトカ）からは，（完新世中期以
前に遡る）初期の海洋資源利用の痕跡がほとんど見出されない。しかるに，アラスカ南
部では海洋資源の利用が，約 8,300 年前に比定される最初期の沿海文化に反映されてい
る可能性が指摘される一方で，約 7,000 年前に比定されるコディアック島の初期オー
シャン・ベイ文化には，その痕跡が確実に認められる。アラスカ（そしてアメリカ大陸）
に殖民した最初の住民は一般に北東アジアからの移住者であったと見做されているが，
北太平洋沿岸を横断して見出されるこれら初期の沿海的生活様式は，果たして，海洋適
応を遂げた人たちの移住の結果であろうか，それとも，単にさまざまな海洋的生活様式
の間に出来した収斂に過ぎないのであろうか。もし前者であったとするなら，チュコト
カやカムチャツカでは，両者の中間的時期に比定される沿海文化遺跡がどこに見出され
るのか。また，これらの地域で長い時間をかけて発達してきた海洋資源の利用には，ど
のような類似や差異が認められるのであろうか。

2.　日本列島における海洋適応の発達

モース（E.S. Morse）による大森貝塚の発掘（1879）以来，海洋資源と日本の先史時
代との関係性は自明なものとなった。今や 2,000 件以上が記録されている貝塚（shell 

midden）は，先史時代の生業活動やセトルメント・パターンをめぐって詳細な梗概を伝

える，優れたデータベースを形成している。では，これらのデータがわれわれに物語る
ものに，耳を傾けてみよう。

縄文時代は，後期旧石器時代に成立し，中石器時代には定住化への傾斜を強めた多彩
な狩猟採集民的適応の1事例であるが，前代からは細石刃技法のような初期技術を継承
していた。溯河魚の利用は縄文時代草創期にまで遡ることができるものの，海棲貝類の
最も早い利用の痕跡は，縄文早期（BP 9500～6500 年頃）に比定される。このような遺
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跡は，縄文後期に比べると相対的に僅少である―恐らくは，完新世前期に生じた急激
な海面上昇の結果であろう。しかしながら，これらの遺跡には，海棲魚類・数種の海棲
哺乳動物（とりわけイルカ）・ウミガメ・ウナギ，そして多種多様な貝類の利用を裏付
ける重要な証拠が残されている（cf. Workman and McCartney 1998: 364）。これらの資源利
用は，流し網用の石錘（stone netsinkers）や単純な回転式離頭銛の使用によっても示さ
れている（山浦 1987）。北海道ではオットセイ（fur seal）・トド（Steller sea lion）・ネズミ
イルカ（porpoise）などの海棲哺乳動物の狩猟に，より大きな比重が配されていた（Okada 

1998; 金子 1986）。
縄文時代前期（BP 6500～5700 年頃）までは海洋適応の痕跡を示す遺跡数が日本列島

の全域で著しく増加してくるが，これは恐らく同時期に生じた海進（marine trans-

gression）と関連するであろう（前田 1983; 太田ほか 1990）。海棲魚や海鳥のほかにイル

カや鯨も捕獲されたが，鯨はほぼ間違いなく，積極的に狩るというよりは寧ろ，漂着し
た死骸を採集したものと考えるべきであろう。縄文早期と同様，本州北部や北海道の遺
跡からは，オットセイ・トド・ネズミイルカなどの仔獣骨も含む，海棲哺乳類の骨が著
しく大量に出土している（Yamaura 1998; 新美 1990; Bleed et al. 1989）。これらの海棲哺乳
動物は恐らく，遺跡に見出される離頭型の銛（open socket harpoon）を用いて仕留められ
たものと推測される（Okada 1998）。

縄文前期の末葉になると，このような遺跡数の減少を示唆する形跡が認められるが，
恐らくは，気候の寒冷化に共伴したと想定される海退（marine regression）と関連するで
あろう（Imamura 1996: 91）。しかしながら，約500年前後の間に人口は再び増加し始めて，
BP 5000～3900 年頃に比定される縄文中期では最大値を示すに至る（Habu 2002）。縄文

中期の大海進は，この時期に発生した（前田 1983; 太田ほか 1990）。本州では，ネズミ
イルカ・ウミガメの狩猟や海棲魚・貝類の採集に加えて，アザラシ猟が盛んに行われて
いた（Aikens and Higuchi 1982: 157）。北海道にあっては，これらの生業活動に加えて，
水鳥・オットセイ・トド，そして（現在は絶滅した）ニホンアシカ（Japanese sea lion）
なども捕獲していた。ニホンアシカの狩猟では，回転式離頭銛やその他の銛が使用され
た。鯨利用に関する限り，依然として積極的な狩猟というよりは寧ろ，漂着した死骸を
採集していたようである。

縄文後期・晩期（BP 3900～2500 年頃）までは，高度に定住的で海陸を包摂する複合
型の狩猟採集民的適応が，日本列島の全域に広まっていたようである。恐らくは梁（fi sh 

weirs）の利用が導入された結果として大規模なサケ漁が行われるようになると，海産

食料中に占める貝類の比率は10％を切るようになった（新美 1990）。また海棲哺乳動物
の狩猟も，恐らくは，イルカや大型魚（例えばマグロやカツオなど）を狭い入り江へ追
い込む漁法の導入とも相俟って，盛況を呈していた（Imamura 1996）。これが，気候の
顕著な寒冷化に伴う今ひとつの強烈な海退と関連していたことを示す重要な証拠がある
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（Yamaura 1998: 326; Oba et al. 1991）。かかる気候の寒冷化は，海水温の低下のみならず，
湾内の全面結氷も招来したに違いない。このような氷による海岸部の浸蝕は貝類の採集
を困難としたものの，大型海棲哺乳動物の個体群の繁殖には大いに役立ったであろう

（Nishimoto 1984）。本州以南では，海岸部に立地する貝塚がその規模を縮小させ，より
広範に拡散する傾向が認められる（Habu 2002）。北海道にあっては，縄文晩期と続縄文
期（BP 2500～1500年頃）の諸文化が，大型の深海魚（例えばオヒョウ）・オットセイ・
トド・鯨を重点的に捕獲していた（Nishimoto 1984）。

後続する北海道北部のオホーツク文化では，組織的鯨猟の開始が指摘される。主とし
て考古学的に記録された熊送り（bear cult）の痕跡と，同時期に出土する幾つかの人骨
に立脚して，オホーツク文化は，太平洋沿岸の大陸部から移住してきたアイヌの祖先に
比定されるという所説（Ishida 1988）が提唱されている。事実，言語学データに拠るな
らば，日本とサハリンのアイヌ語やアムール河口域に分布するニヴフ（ギリヤーク）語
は，当該地域における原初的言語基層をなしており，のちになって，ツングース・満州
語派に属する沿海地方のウデヘ語やナーナイ（ゴルディ）語を含む，ロシア極東地方の
諸民族の幾つかの言語が，同地域へ楔状に浸透してきた，と想定されている。

狩猟対象の野生動物や貝類のいずれについても，捕獲された個体の若齢化が考古学資
料に反映されるという形で，資源に対する深刻な人口圧が感ぜられ始めた形跡も存在す
る（Koike 1986a; 1986b）。どうやら，気候の寒冷化と資源に対する人口圧の増加は両者
が相俟って，海洋（あるいは陸上）資源のさらなる開発がもはや不可能であった以南の
諸地域において，経済危機を創出したようである。ロシア極東（アムール流域と沿海地
方）から続縄文期の北海道への豚飼育の伝来や，本州への農耕（弥生稲作文化）の到来
は，恐らく，このような経済危機に対する応答（response）であったろう。

3.　ロシア極東における初期の海洋文化

沿海地方における海洋適応の発展は近年まで，概ね過去 2,000 年以内に集中する，比
較的後代に生起した事象であると考えられてきた。オクラドニコフ やアンドレイェフ
によって纏められた初期の研究（Okladnikov 1963, 1965; Andreev 1964）によると，沿海地
方の海岸部を開拓した最古の住民は，豚飼育のみならず海洋資源の開発にも従事した鉄
器時代の人々とされていた。実際には，BP 7700 年と編年されてルドナヤ文化と名付け
られた，海岸部に立地する一連の（土器は包含するも金属器を欠く）「新石器文化」遺
跡群が，沿海地方の北岸一帯に分布することを，われわれは今や承知している。今を去
る 7,900 年前，日本海における低温と強烈な嵐が，海洋適応に基礎を置く諸伝統の発展
を妨げたと想定されている（Korotkii and Pletnev 1988）。あいにく，ルドナヤ文化の遺跡
群では有機物質の保存がひとし並みに不良であるため，遺跡の立地や，漁網用石錘
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（cobble sinkers）・アザラシの石偶に関する情報を別にすると，海洋的生業活動の性質を
立証する術はほとんどなかった（Diakov 1992）。しかるに，沿海地方の南岸における
1990 年頃のボイスマン文化の発見を契機として，その情況は変わり始める。就中，ボ
イスマンⅡ標準遺跡や，ヴラヂヴォストク以南に立地するその他の関連遺跡は，見事に
保存された有機物質を共伴する貝塚であって，BP 6500～5000年頃と年代決定される「前
期新石器」文化の記録を提供してくれる（Popov 1996; Popov et al. 1997; Yesner and Popov 

2001）。
数多くの古地理学的調査の成果によると，日本海のロシア側で記録された一連の海面

変動曲線（sea level curves）は，日本列島側での記録と酷似しており（Fig. 1），地殻運動
の類似した変遷を示唆している（Voztretsov 1998）。日本におけると同様，沿岸部に立地
する遺跡数の最大値を示す幾つかのピークが，沿海地方の海岸部で幾度か生起した海進
の最盛期と緊密に相関することは今や明白である。端境期に出来したあまたの海進と関
連する遺跡群は，すでに海中に没するか，浸蝕を受けて破壊されてしまった。これら海
面変動曲線が示すところによると，大海進はそれぞれ BP 6000年頃，BP 3500年頃，BP 

1800 年頃に起きているが，日本列島側で得られた大海進の時期とほぼ符合する。BP 

6000年頃に発生した第1次大海進はボイスマン文化の到来と結び付けられ，マルィシェ
ヴォ・ヴォズネショノフカ・カザケヴィチェヴァといったアムール下流域の遺跡で認め

Fig. 1.　Holocene Sea Level and Paleoclimatic Change in the Sea of Japan.
Source: Vostretsov (1998).
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られる，漁撈活動の隆盛とも関連している（Vasilievsky 1998; Okladnikov and Derevianko 

1973）。余り明確な性格を示さぬ青銅器時代と結び付けられる第 2 次大海進に対して，
恐らく最も強烈だったと見られる第3次の大海進は，オクラドニコフのいわゆる鉄器時
代（Okladnikov 1963; 1965）と関連している。

4.　ボイスマンⅡ遺跡と沿海地方海岸部における海洋適応の進化

ボイスマン文化の経済は，陸・海棲の多彩な動物種を基盤としていたようで，陸上環
境と海洋環境の双方を集約的に開発していたことを示唆する。ここではまず，ボイスマ
ンⅡ遺跡出土の貝類と魚類の遺残に関する先行研究を略述したうえで，同遺跡から出土
する哺乳動物と鳥類の骨について，やや詳しく検討を加えることにしたい。この検討は，
ボイスマンⅡ遺跡で実施された3シーズンの発掘調査に対する自らの観察に基づいてい
る。われわれは目下，動物骨の標本コレクションと比較するなかで，5 シーズンの発掘
調査から得られた動物骨の分析を進めている。2年後には，これらの動物標本をめぐる
われわれの観察の詳細な報告書を上梓することができるであろう。

ボイスマンⅡ標準遺跡は，沿海地方のヴラヂヴォストクから南西 170 km のリャザノ
フカ河口域，BP 6000 年頃の海進によって冠水したボイスマン湾の突端に立地してい
る。ボイスマンⅡ遺跡の，概ねカキ（oyster shell）で構成される厚さ 1 メートルの貝層
は，BP 6200 年から BP 4800 年にかけて比較的短期間に形成されたものである。その
下層には，ボイスマン文化の草創期にかかわる，貝類を欠如する堆積が見出される。
無貝層から分厚い貝の堆積への突如としての移行は，海進がもたらした塩水環境に由
来するカキの繁殖床（oyster shell beds）の形成と結びついた，貝類の食料利用の開始
を示唆している。

貝類は，明らかにボイスマン文化の古経済の重要な一部であり，恐らくは，カキの繁
殖床に近接するまさにその場所に，居住域が設営された主要な理由のひとつでもあった
ろう。この遺跡から出土した軟体動物（mollusks）は40種を数えるものの，潮間帯の泥
濘・沈泥中に棲息する二枚貝（clams）は，確認された貝類のうちで―恐らく5％以下
という―僅かな部分を占めるに過ぎない。二枚貝は貝塚の至るところで見出されると
はいえ，大量に発見されるのは貝塚の底部に限られるようで，潮間帯はどうやら，今日
よりも遥かに大規模なものだったようである。貝塚出土のその他の貝はカキで構成さ
れ，とりわけ大型のカキ（最大寸法30 cm）が，隣接する繁殖床で採集されていた。

ボイスマンⅡ遺跡から出土する魚類遺残は，サバ（mackerel）・シタビラメ（sole）・ス
ズキ（perch）といった，広範な種類の近海魚を包摂している。深海魚を利用した形跡
は皆無である。サケ科の魚類（salmonids）の役割も不分明である。これらの魚骨は軟骨
で保存性にも乏しいため，貝塚のなかでは過小評価される恐れもあろう。初秋に遡上し
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てくるサクラマス（Oncorhynchus masou）は今日ですら，明らかに，リャザノフカ流域
における重要な食料源のひとつである。

ボイスマンⅡ遺跡から採集された鳥類の遺残は，95％が海鳥のようである。そのうち
約 50％は水鳥（過半が小型のカモ）で，残りがウ（cormorants）やウミスズメ（alcids）
など，多種多様な海鳥である。絶滅に瀕する短尾鳥アホウドリ（albatross）の遺残も，
今ではボイスマンⅠ・Ⅱの両遺跡から見出されている。かくて，北太平洋地域ではかつ
て広く分布し，大量に捕獲されてきたアホウドリの棲息史に対しても，追加情報がもた
らされることとなった。

しかしながら，われわれの研究にとって最も重要な局面は，ボイスマン前期新石器文
化に対する海棲哺乳動物の重要性を立証することにある。過去には海棲哺乳動物の利用
が，新石器時代にはほとんど知られなかった。ボイスマンⅠ遺跡の出土標本が暫定的に
アザラシと同定された事例が幾つかあったものの，小型アザラシは青銅器時代に，また
大型アザラシ（トド）については鉄器時代から，その利用が開始されたと考えるのが一
般的であった。しかるにボイスマンⅡ遺跡では，掛け値なしに動物遺残の 20％が海棲
哺乳動物であった。その中核をなすゴマフアザラシ（Phoca largha）とゼニガタアザラ
シ（Phoca vitulina）は，出土した海棲哺乳動物遺残の約70％を占めている。これらは恐
らく，海岸線近辺で狩られたものだろう。ボイスマン湾には今日でもこれらのアザラシ
がやって来るからである。現在では北太平洋の北部に棲息すると見做されている大型獣
のトドも，やはり非常に重要であって，恐らくは沖合の島の群生地（island rookeries）や
餌場（haulouts）で狩られたものと考えられる。これらの哺乳動物はいずれも，ボイス
マン文化の諸遺跡から出土する，回転式離頭銛を含むいずれかの銛で仕留められていた
のであろう。ボイスマン文化の初期には，アザラシ猟がより一層重要であった可能性が
あるという見解も聞かれる。

鯨利用の問題はさらに複雑である。人為的な切断痕を有する―恐らくは道具製作の
ための―大型の鯨骨塊が数点，ボイスマンⅡ遺跡から出土している。とはいえ，鯨肉
の生業経済に対する重要性は未知数である。恐らくは，縄文文化で考察したように，積
極的な狩猟というよりは寧ろ，概ね漂着した死骸を採集していたのであろう。ボイスマ
ンⅡ遺跡の埋葬に伴って発見される大型銛の幾つかは，鯨猟に使用された可能性も考え
られるが，ひょっとすると，単に儀礼的機能を果たしていただけかも知れない。

以上を纏めるなら，ボイスマンⅡ遺跡出土の動物遺残は，半定住的沿海住民による沿
海（littoral）・沖合（offshore）・河川域（riverine）・山麓（piedmont）・山岳（montane）といっ
た，さまざまな自然環境の広範な利用を示唆するものである。

ボイスマン遺跡からは，広範な種類の石製品（打製石器や磨製石器）・骨器・土器が
発見されている。縄文文化やアラスカ南部の諸文化と同様，最初に登場する遺物は細石
刃（microblades）であるが，これは比較的迅速に姿を消した。磨製石器は，ルドナヤ文
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化やボイスマン文化ばかりでなく，やはり BP 6500年頃に比定される日本の前期縄文文
化やアラスカ南部のオーシャン・ベイ文化からも発見される点が頗る興味深い。格別
な興味を喚起するのは骨器であって，―片側か両側に逆刺を有し，基部が十字を呈
する銛も含む―様々な様式の銛は，オーシャン・ベイ文化の諸様式を彷彿せしめる

（Fig. 2）。加えて，単純な回転式銛も散発的ながら出土する情況は，ボイスマン文化・
縄文文化でも，オーシャン・ベイ文化の初期遺跡でも共通して認められる。やはり両群
の文化に共通して見出されるのは，漁撈や海獣猟用の合成ヤス（leisters），やや類似す
る釣鉤（fi shhook）の諸様式，そしてまた，日用品として使用された骨製の匙・獣皮縫
製用具（キリや針）・その他の骨器類である。両群の文化の間に見出される最大の相違
点は，ボイスマン文化における土器の存在であるが，これは現地の諸様式に由来するも
のである。土器製作は，アムール流域と日本で頗る早い段階に始められたことは確実で
あるが，アラスカ沿岸部の初期文化には伝来することも，また現地で独自に開発される
こともなかったのである。

チキシェヴァによるボイスマン遺跡出土の 40 体以上の埋葬人骨の分析（Chikisheva 

1997）は，これら人骨が（チュクチ・カムチャツカ型やエスキモー・アリュート型を含
む）「ベーリング海モンゴロイド（Bering Sea Mongoloid）」の特徴を具えることを示唆す

Fig. 2.　Harpoon Styles from the Russian Far East and South Coastal Alaska.
Left Side: Harpoons from the Boisman Site, Russian Far East.
Right Side: Harpoons from the Takli Site, South Coastal Alaska.
Source: Popov (1997), Clark (1977).
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るが，その一方では，アムール流域・沿海地方・サハリン・オホーツク海の領域を包摂
する，北東アジアに現住する古アジア系諸民族（Paleo-Asiatic Peoples）に対して，寧ろ
全般的な類似を示すとも言えよう。とどのつまり，これらの関係性を些かなりとも解明
するためには，これらの骨格から得られる DNA 情報が必要となろう。

5.　南アラスカ海岸部における生業活動の進化

南アラスカの海岸部における海獣狩猟伝統の出現は，アリューシャン列島東部に位置
するアナングラ島とホッグ島で遺跡が見出される約8,500年前であった公算が大である。 

ルドナヤ文化の諸遺跡と同様，動物遺残の保存はやはり不良であるものの，遺跡の立地
のみならず，獣脂ランプ用石皿やその他幾つかの遺物からも，海洋的生業活動は推論す
ることができる。後代の諸文化との継承性は，ホッグ島における細石刃の出土によって
示唆される。細石刃は，南アラスカにおける最古の確実な海洋文化であるコディアック
島オーシャン・ベイ文化の，およそ 7000 年前に比定されるその最古層からも出土する
からである。

これら初期遺跡が沿岸部で維持されたことは，南アラスカ一帯に生じた示差的な海面
上昇と間違いなく相関する。遺憾ながら，この地域における完新世全体を通しての海面
変動曲線（sea level curve）の確立は困難であることが判明した。

しかしながら，BP 6000～5000 年頃のアラスカ半島とシュマギン島の領域では完新世
初期に激烈な海進が生じたことを示す，幾つかのデータをウィンスローが報告している

（Winslow 1992）。この年代は日本海のデータと合致する。
オーシャン・ベイ文化初期の生業活動について，われわれは何を知っているだろう

か。コディアック島では（北東部の）チニアック湾に立地するライス・リッジ遺跡から
のみ，保存の良好な動物遺残が出土している。そこでは BP 6000年頃までに海洋適応が
確立されていた。同遺跡では 6,000 点以上の魚類と 3,200 点もの哺乳動物の遺残が，鳥
や貝類の遺残とともに同定されている。魚類遺残のほぼ 60％はタラ（Pacifi c cod）で，
30％以上がサケ（Pacifi c salmon）であった。哺乳動物ではゼニガタアザラシ（harbor 

seal）が約 22％，トド 6％で，ネズミイルカは僅か 1％に過ぎぬが，最大手（63％以上）

はラッコであった。かかる情況は，ラッコと貝類の個体群が繁殖していた「手つかずの
（virgin）」岩場の，開発の始まりと関連するであろう。

アラスカ半島の東部では，「草の生い茂った高台の岬に立地して，シェリコフ海峡の
外海から防御されている」（Clark 1977: 7）タクリ島遺跡が，初期の海洋適応をめぐって
今ひとつの証拠を提供する。同遺跡は貝類が相対的に乏しく，二枚貝（bivalves）8種と
腹足類（gastropods）6種に加えて，ヒザラガイ（chitons）やウニ（sea urchins）も出土し
ている。魚類もやはり当初は相対的に少なくて，専らオヒョウ（halibut）や，カレイ目
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のその他の魚類が見出されるのみである（Dumond 1977: 104）。広範な種類の海鳥も発見
されているが，主力をなすのはアホウドリ・ウ・ウミガラス（murres）・ガチョウであっ
た（Grayson 1969）。海棲哺乳動物の遺残は，ラッコ・ゼニガタアザラシ・ネズミイルカ
がほぼ均等に（それぞれ全体の 25～30％）出土しており，アシカ（約 15％）や（ナガ
スクジラ・セミクジラ等）大型の髭クジラの割合（約5％，cf. Clark 1977: 51）はやや控
えめである。例えばオールド・カーラック遺跡やラーセン・ベイ遺跡など，オーシャ
ン・ベイ後期遺跡ではネズミイルカの頻度が減じて，タラの重要性が増してくる

（Amorosi 1987）。
オーシャン・ベイ文化がコディアック島やアラスカ半島で発展していた頃（BP 

6500～4000 年頃），アリューシャン列島東部ではいわゆる「過渡期文化（Transition 

Culture）」が並行して発達した。この時期の遺跡は，ほとんどで有機物の保存が不良で

あるものの，遡河魚の捕獲を示唆する状況証拠は幾つか存在する。すなわち，釣糸漁や
網漁に用いる石錘（cobble sinkers）や，魚を切り捌いたり加工するのに用いた磨製石包
丁ウルー（ulus―三日月型のナイフ）の存在がそれである（Aigner 1983a: 103–104）。
またウムナック島のイダリュウク・ベイ遺跡からは貝類やウニの出土を示す形跡も認め
られ（Aigner 1983b: 113, 119），アナングラ村遺跡でもゼニガタアザラシ猟を示唆する証
拠が見出される（Yesner 1998）。ウナラスカ島のマーガレット・ベイ遺跡最古層も，や
はりこの時期に比定される。ここでもやはり貝類（ムラサキガイ mussel）やウニの利用
の証跡は乏しいが，ゼニガタアザラシ・アシカやタラ・オヒョウの遺残に加えて，鯨の
遺残とおぼしき部分（恐らく，漂着した遺骸の採集結果であろう）も発見されていると
ころから，総じて潮間帯に立地する岩場的環境であったことが窺われる。

アラスカ半島のポート・モーラーに立地するホット・スプリング遺跡の最古層堆積も
また，この時期（BP 5500～4700 年頃）に比定される。これら諸層から出土する動物遺
残は比較的僅少であるものの，少なくともワモンアザラシ（ringed seal）など，幾つか
の動物種の遺残は含まれているようである（Nishimoto 1979）。現地の海面レヴェルが落
ち着きを見せて，海岸段丘が浸蝕を受けた BP 4000年頃までに，アリューシャン列島の
各地では貝やウニの採集がより広範に行われて，貝塚の形成が始まる。

BP 3500 年頃，日本における縄文中期の海水温低下と時を同じくして，南アラスカで

も同様の現象が発生した。キナイ半島地域で氷河の拡張が観察される 3 時点は，ほぼ
BP 3750～3300 年の範囲に納まる（Fig. 3）。アラスカ半島での氷河拡張もまた BP 3200

年頃に出来し（Mann et al. 1998），アリューシャン列島東部のウムナック島では，それが
BP 3000年頃に比定される（Black 1976）。

この気候寒冷化は，南アラスカの海岸部に居住する人々に対して深刻な影響をもたら
したようである。マーガレット・ベイ（Margaret Bay）で形成され始める貝塚には，北
極グマ・セイウチ・ワモンアザラシなど，極北種動物の遺残が含まれている。BP 
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3500～3000 年に比定される諸層から出土する哺乳動物の遺残中では，12％がワモンア
ザラシに帰せられる（Davis 2000）。セイウチや北極グマは，哺乳動物骨の全体に占める
割合がそれぞれ1％に満たぬとはいえ，両者の古気候学的意義は明白である。この時期
の寒冷化は，明らかに，冬季の流氷移動域の南下をもたらしたのみならず，一般にはよ
り北方の動物種とされるこれらの哺乳類についても，その個体群の規模を拡大させた。

BP 3500 年頃の気候寒冷化は，ホット・スプリング遺跡における（BP 3900～2950 年

に比定される）最盛期とも符合する。同遺跡からは，ウニや 10 種の貝類，8 種の魚類
が記録されている（Nishimoto 1979）。出土した 1,900 点もの哺乳動物骨のうちでは，ワ
モンアザラシ（40％）・アゴヒゲアザラシ（18％）・セイウチ（5.5％）を包摂する，氷
絡みの動物種が優勢であった。ゼニガタアザラシ（13％）とオットセイ（6.5％）も今
ひとつの重要な動物種であったが，トドは1％未満で，ネズミイルカは欠如する。

6.　結　論

最近の考古学や古気象学の研究成果によって，さまざまな海洋適応の発展では，数年
前ですら想定できなかったようなあまたの共通点が，今や北太平洋地域の全域を通じて

Fig. 3.　Paleotemperature Change and Holocene Neoglaciation in South Coastal Alaska, 
Indicating Ambient Cooling at ca. 3,700 yr BP.
Source: Mann et al. (1998).
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明白となっている。以下では，これらの共通点を列挙する。

（1） 北太平洋域における海洋適応の開始は，ロシア極東・日本からアラスカ南部にかけ
ての広大な領域で，完新世初期に生起した模様である。しかしながら，海洋適応の
当初の発達は緩慢であり，元来は魚類と貝類に照準が定められて，海棲哺乳動物の
狩猟には副次的関心が向けられたにすぎない。このプロセスの初期段階を示す証拠
は，日本列島で最もよく知られているが，BP 6500 年以降になると，漁撈・貝類の
採集・海獣猟をめぐって，ロシア極東とアラスカ南部からも等しく良好な証拠が得
られている。

（2） 海面レヴェルの変動と古気候学的変化―これらの幾つかは明らかに共時的事象
である―は，北太平洋地域における海洋適応の発達に大きな影響を及ぼした。大
海進は明らかに，海洋的生活様式の発達や持続と関連する。格別に重要であるのは
BP 6000 年頃の大海進で，日本の前期縄文文化やロシア極東のボイスマン文化と関

係している。これら両文化は，海洋的生業活動と技術の両面で多くの特徴を共有し，
コディアック島とアラスカ半島におけるオーシャン・ベイ初期文化とも，驚くべき
類似を示している。この時期以降，海棲哺乳動物の狩猟が徐々に重要さを増してい
く。ロシア極東と日本を舞台にして BP 3500～3000 年頃に起きた第 2 次大海進は，
明らかに，海棲哺乳動物の狩猟の発達に影響を与えた気候寒冷化と関連するようで
ある。アラスカでも同じ時点で気候の悪化が生じたらしく，恐らくは，流氷の季節
移動域の南下とも相関するであろう。この結果，セイウチ・ワモンアザラシ・北極
グマのような極北種が，アリューシャン列島東部やアラスカ半島低地部の諸遺跡に
も，出現するようになるのである。

（3） これら並行事象の多くは，海岸部に居住する初期の人間集団間の直接的系統関係に
由来するものであろう。一連の骨格から得られた新しいデータは，アムール河口
域・沿海地方・日本・南アラスカ海岸部を包摂する領域を横断する形で，形質タイ
プの相関関係を究明し始めている。この古アジア的基層は，言語学的類似のみなら
ず形質面での類似によっても，また，BP 8500 年頃までに開始し，BP 6500 年以降
はより顕著となった海獣猟という生業基盤によっても特徴づけられよう。磨製石
斧・ウルー・離頭銛や，片側か両側に逆刺を有し，基部が十字を呈する銛に見られ
るような遺物の諸様式は，単にこの領域の全域で出来した適応的収斂というより，
寧ろ系統的相関関係を示唆するものと考えたい。アムール川以北の中間領域は，そ
のような初期沿海文化の証跡を示さないが，これは，完新世の海進によって失われ
たものと考えられよう。

（4） 本稿の射程外であるとはいえ，ロシア極東・日本から南アラスカ海岸部に至る領域
に分布するすべての遺跡に反映されている集約的海洋適応は，かなり複雑な社会政
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治組織によって特徴づけられる定住的生活様式を支えていたように思われる。それ
は，遺物・遺構・鄭重な埋葬によって示唆されるだけでなく，北太平洋域のこれら
初期海洋文化とも結びつけられるからである。
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